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にはつ, スイスにはつの危機的な言語があるという. 同報告書は, 危機度
を ｢安全｣ ｢脆弱｣ ｢危険｣ ｢
重大な危険｣ ｢極めて深刻｣ ｢絶滅｣
の段階で示した). 日本で危機的とされているものとその深刻度は, アイヌ
語 (極めて深刻), 奄美語 (危険), 八丈語 (危険), 国頭語 (危険), 宮古語













行われた調査では話者は 名以下かつ全員 歳以上 ( ! "
#$) とのことで, これを維持することは極めて難しい.













































日本最西端の島, 与那国島で話されている言語で, 琉球方言のつ. ユネス
コの調査結果に話者数の統計はないが, 与那国町の人口が約人であるの









表された. なお, 回答者は複数言語を選択することができるため, この割合は,
実際の人口とは直接比べることができない. また, 年の統計までは, 回
答者は言語しか選択できなかったため合計は％となるが, 年の統計
では前述の通り回答方法が変わったため, 合計は％を超える.
｢その他｣ には, 英語, トルコ語などが入る. 国語の中ではフランス語のみ
が上昇しているが, (スイス政府統計局) は, その理由の一部は回答方法





年 年 年 年
全人口 		人 		人 		人 人 
人
ドイツ語 		％ 	％ 		％ 	％ 	％
フランス語 
％ 
	％ ％ ％ ％




％ 	％ ％ ％
その他 ％ ％ ％ 
％ ％








用し, 年に回全校生徒 (約名) をあげて方言劇を演じている. 同じく
龍北中学校でも年に回方言劇等を披露する ｢島ユルタ発表会｣ を開催してい
る. 準備・練習には地元の話者からの細かい指導を受けることもあり, 地域が
協力していることがよく分かる. ただ, 田中 () でも述べたように, あく
までも正課の中である程度の時間数を割いて取り上げなければ, 確固たる言語
力を身につけさせることは難しい.








話者がいなくなれば, その言語は滅びる. 滅びないためには, 話者が必要で






て詳しく見てみると, 下表の通りである. 年のカッコ内の数値は, 年












それでも, ロマンシュ語のほうが危機度が低いのはなぜか. つは, 若者人口
の多さがある. 石垣市とグラウビュンデン州の人口統計の取り方に差があるの
で単純比較はできないが, それぞれで最も若い世代を比べると, グラウビュン
デン州では歳以下の人と, 歳以上の人が同じくらいいる. もちろん, こ
れは州全体であって, 全員がロマンシュ語話者ではない. また, ロマンシュ語
圏は山間部を中心としているので, 州平均よりも高齢化が進んでいる可能性も
ある. しかし, ロマンシュ語圏では, 学校の授業がロマンシュ語で行われてい







年   	
年  		 





年   	
年  
	 


















家族の中でだけその言語を用いる場合より, 家の外, すなわち学校や職場, 町
中でもその言語を用いるほうが, 言語能力は高まる. また, テレビ, ラジオ,
新聞等のメディアでもその言語が用いられていることにより, その言語との接
触機会は増える.




んでなければ, いわゆる ｢出稼ぎ｣ などを含めて言語話者が他地域へ流出して
しまう可能性がある.
八重山語が ｢重大な危険｣ とされたのに対して, 宮古語が ｢危険｣ にとどまっ
たことは, 人口の流入数によると思われる. 国勢調査の結果を, 関連する自治
体ごとに分けて比較したものが下表で, カッコ内は年の数値を基準とし








































石垣市の人口集中地域 ()) は石垣島の南西部にあり, 平成年度の
｢統計いしがき｣ によれば, その面積は, 石垣市の総面積において占め
る割合は％である. この地域に市の総人口の％が集中している.





















年 	   
ジュネーブ州の人口動向




























るが, いわゆる方言は, 英語といった全くの外国語ではなく, 生活のなかで耳
にする機会がゼロではない言語であるから, 幼い頃から, その方言に慣れ親し
ませ, 学校・家庭内外で定期的に教えていくことが重要である. しかし, 田中
(	) でも述べた通り, ここには学習指導要領の ｢壁｣ がある. この ｢壁｣
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) 人口密集地域 ()：各市町村の境域内で人口密度の高い調査区 (人口密度
あたり人以上) が隣接して, それが人口人以上の地域を構成する地区のこ
と. 広大な工場地域・湾港施設・学校・都市公園・官公庁の施設がある地域は, 人口
密度に関係なく, これと隣接する人口密度の高い調査区の地域に含めている.
	



